
世界のエネルギー消費量は文明の発展につれて増加の一途をたどっている。しかし化石燃料の埋

蔵量には限りがあるため、新エネルギーの開発が不可欠である。本講義では従来の発電方法から

現在研究されている新エネルギーまで、その仕組みを紹介した。特に未来のエネルギーとして期

待されている核融合エネルギーについて最新の研究成果を交えながら解説を行った。 
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工学研究科  准教授 古賀麻由子  

  ▼ 講座の概要 

 
 
 
 
 
 
 
  ▼ 講座内容 

 

平成２６年度兵庫県立大学 生涯学習講座 

《 スマートな未来の電力システムへ向けて 》 

 

原子力から未来のエネルギーまで 
実施日:平成２６年８月１９日（火） 

時間：14：40～16：10 

 

講義は以下のような流れで行った。 

１．エネルギーと生活 

産業革命以前の状態から現在に至るまでの我々の生活とエネルギーの関係について解説し、新エ

ネルギー開発の重要性について理解を深めていただいた。 

２．日本のエネルギー源について 

現在日本のエネルギー源として使用されている発電方法（火力、水力、風力、太陽光）について、

その仕組みやエネルギー供給の割合などを紹介、説明した。 

３．核融合エネルギーについて 

未来のエネルギーとして期待されている核融合エネルギーについて、原理を説明し、安全性など

についても解説を行った。 

４．最新の研究成果紹介 

現在どこまで核融合研究が進んでいるのか、最新の研究成果を紹介して解説を行った。また今後

の展望についても原子力委員会のロードマップ等を紹介しながら解説を行った。 


